
自
主
財
源
比
率
は
下
落
傾
向

に
歯
止
め
か
か
ら
ず
、
９
．
１

％
前
年
比
０
．
２
％
減
の
59
．

７
％
と
な
り
、
Ｈ
21
年
比
で
は

一
割
近
く
減
っ
て
い
る
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
民
税
の

う
ち
個
人
市
民
税
は
、
０
．
９

％
減
。
こ
の
点
か
ら
も
市
民
の

ふ
と
こ
ろ
は
決
し
て
温
か
く
な
っ

て
は
い
な
い
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
恩
恵
は
庶
民
に
は
届
い
て
い

な
い
。

市
長
は
過
去
最
大
の
予
算
規

模
と
胸
を
張
る
が
、
そ
の
主
な

も
の
は
、
未
だ
市
民
合
意
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

関
連
国
県
か
ら
の
補
助
金
や
負

担
金
で
あ
り
、
全
体
の
規
模
を

押
し
上
げ
て
い
る
だ
け
。

第
１
の
理
由

未
だ
市
民
合
意
の
確
認
な
し

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
関
連
費
用
２
０

３
億
９
４
４
１
万
余
。
こ
こ
に

は
議
案
48
号
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
基

金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
県

か
ら
の
60
億
円
が
含
ま
れ
て
い

る
。

第
２
の
理
由

宇
都
宮
駅
東
口
整
備
費
と
し

て
事
業
者
選
定
や
交
流
広
場
の

基
本
設
計
の
委
託
費
に
２
０
９

８
万
円
余
。
２
０
０
０
名
規
模

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
を
中

心
と
し
た
あ
り
き
た
り
の
駅
前

開
発
は
、
す
で
に
破
綻
し
て
お

り
見
直
す
べ
き
。

第
３
の
理
由

肥
大
化
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
予
算
に

圧
迫
さ
れ
、
身
近
な
暮
ら
し
の

予
算
は
や
せ
細
っ
て
い
る
。

安
心
安
全
対
策
費
２
５
０
０

万
円
減
、
支
所
及
び
出
張
所
費

１
億
２
０
０
０
万
円
減
、
男
女

共
同
参
画
費
１
１
０
万
円
減
、

国
際
化
推
進
費
５
０
万
円
減
、

青
少
年
健
全
育
成
費
５
０
万
円

減
、
ご
み
減
量
化
推
進
費
５
５

０
万
円
減
、
資
源
化
推
進
費
１

０
０
万
円
減
な
ど
。

第
４
の
理
由

国
民
健
康
保
健
に
つ
い
て
新

年
度
か
ら
解
消
さ
れ
た
３
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
分
２
８
０
０
万
円

は
、
被
保
険
者
の
保
険
税
軽
減

に
回
し
、
高
す
ぎ
る
保
険
税
を

引
き
下
げ
る
べ
き
。
多
子
世
帯

の
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
均

等
割
り
の
免
除
等
の
対
策
は
す

ぐ
に
で
も
で
き
る
。

議
案
第
44
号
の
国
民
健
康
保

険
広
域
化
に
よ
っ
て
構
造
的
問

題
は
、
解
決
し
な
い
。

第
５
の
理
由

マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
。
行
政

改
革
の
名
の
も
と
に
す
す
め
ら

れ
て
き
た
職
員
定
数
の
削
減
は
、

限
度
を
超
え
て
お
り
非
常
勤
も

含
め
た
予
算
定
数
は
前
年
比
１

１
１
名
分
が
削
減
さ
れ
る
。
と

り
わ
け
、
消
防
職
員
、
保
健
師
、

消
費
生
活
相
談
員
、
図
書
館
司

書
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

な
ど
の
専
門
職
員
の
配
置
は
、

不
十
分
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
制

度
と
バ
ス
カ
ー
ド
「
い
き
い
き

70
」
の
拡
充
、
地
域
内
交
通
の

地
元
負
担
の
軽
減
や
制
度
改
善
、

児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
拡
充
な
ど
待
っ
た
な
し
の

課
題
に
回
す
べ
き
。
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

福祉・くらし守る立場から

本年4月からの新しい委員会配置が決定しました。

荒川つねお議員 厚生常任委員会

福田くみ子議員 総務常任委員会 広報広聴委員会

議会運営委員会（委員外委員）

市議会委員会とは？
議会は、条例で、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会を

置くことができ、議会の議決により付議された特定の事件について

は閉会中も審査することができます。

荒川・福田議員の所属する各委員会の所管事項は次のとおりです。

名 称 所 管 事 項

総務常任委員会 出納室、行政経営部、総合政策部及び理財部の所管に属す
る事項及び他の常任委員会の所管に属しない事項

厚生常任委員会
市民まちづくり部、保健福祉部及び子ども部の所管に属
する事項

議会運営委員会

次に掲げる事項の調査を行い、議案、請願等を審査する
・議会の運営に関する事項
・議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
・議長の諮問に関する事項

広報広聴委員会 議会の広報及び広聴に関する協議・調整

３月議会終る

過
去
最
大
の
予
算
？
？

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は

市
民
に
は
届
い
て
い
な
い
！

Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
で
メ
タ
ボ
予
算

く
ら
し
・

福
祉
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

Ｌ
Ｒ
Ｔ
へ
の
桁
違
い
の

ム
ダ
遣
い
を

や
め
れ
ば
…

医
療
院
と
は
医
療
を
提
供
す
る

介
護
施
設
。
財
源
は
保
険
料
に

跳
ね
返
る
介
護
保
険
。
医
療
・

介
護
難
民
を
増
や
す
内
容
。

議
案
第
42

号
…
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
関
連
の
条
例
案
。
高

齢
者
と
障
が
い
者
が
同
一
の
事

業
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
ら
れ

る
た
め
の
規
制
緩
和
。
理
念
も

専
門
性
も
全
く
別
の
も
の
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。

議
案
第
43

号
…
介
護
保
険
料
月

額
の
平
均
７
５
０
円
の
引
き
上

げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

議
案
第
41

号
…
介
護
医
療
院
の

基
準
を
定
め
る
条
例
案
。
介
護

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

関
連
議
案

中
身
は
社
会
保
障
費

削
減
ば
か
り



「
米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男

そ

の
名
は
、
カ
メ
ジ
ロ
ー
」

沖
縄
の
闘
い
に
連
帯
し
よ
う

と
集
ま
っ
た
人
た
ち
、
そ
し
て

瀬
長
亀
次
郎
と
い
う
人
物
を
知

ろ
う
と
い
う
人
々
で
映
画
館
は

開
始
時
間
に
は
満
席
に
な
っ
た
。

沖
縄
の
戦
後
史
が
私
た
ち
本

土
に
暮
ら
す
人
間
に
は
知
る
よ

し
も
な
い
大
変
な
も
の
だ
っ
た

か
を
、
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
。

瀬
長
亀
次
郎
は
占
領
下
の
沖
縄

で
、
米
軍
の
圧
政
と
闘
い
、
民

衆
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て

き
た
人
だ
っ
た
。

演
説
を
す
る
と
、
十
万
人
以

上
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

民
衆
を
引
き
込
み
鼓
舞
す
る
力

を
持
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
の
よ
う
だ
。

政
治
家
と
し
て
の

顔
だ
け
で
な
く
、
現

在
「
不
屈
館
」
の
館

長
で
も
あ
る
次
女
の

内
村
千
尋
さ
ん
の
語

り
を
通
じ
て
父
親
・

夫
と
し
て
の
一
面
も

大
い
に
伝
え
て
く
れ

た
。妻

の
フ
ミ
さ
ん
は
、

亀
次
郎
が
被
選
挙
権
を
奪
わ
れ

た
際
に
那
覇
市
議
会
議
員
に
立

候
補
し
て
ト
ッ
プ
当
選
、
以
後

４
期
16

年
務
め
た
。
亀
次
郎
は

家
族
の
洗
濯
を
、
国
会
議
員
に

な
る
ま
で
続
け
て
い
た
と
い
う
。

沖
縄
の
今
に
つ
な
が
る
闘
い

の
歴
史
は
亀
次
郎
な
し
に
は
語

れ
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。

佐
古
監
督
が
伝
え
た
か
っ
た

「
本
当
の
民
主
主
義
」
を
勝
ち

と
る
ま
で
私
も
沖
縄
の
人
々
に

連
帯
し
て
で
き
る
こ
と
を
私
な

り
に
始
め
よ
う
と
思
っ
た
。

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
委
員
会

副
委
員
長

天
谷
美
恵
子

日本共産党宇都宮市議員団
定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ４月14日（土）
５月12日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）
相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

Ｑ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
３
月
20
日
、

国
が
工
事
施
工
を
認
可
。
県
も

22
日
に
都
市
計
画
事
業
認
可
を

出
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
は
、

こ
れ
を
受
け
て
事
業
に
着
手
、

２
０
２
２
年
３
月
、
開
業
を
め

ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
は
こ
の

動
き
を
ど
う
見
ま
す
か
？

Ａ
佐
藤
市
長
は
、
国
の
許
可
を

受
け
て
平
石
地
区
内
の
車
両
基

地
と
鬼
怒
川
に
架
か
る
橋
の
建

設
を
先
行
。
事
業
用
地
買
収
の

た
め
の
作
業
に
入
り
ま
す
。

国
と
市
に
よ
る
二
人
三
脚
の

な
れ
あ
い
ぶ
り
を
厳
し
く
指
摘

し
て
き
た
私
た
ち
と
し
て
は
、

想
定
内
の
出
来
事
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
た
と
え
、
国
の
事

業
認
可
は
出
て
も
何
ら
本
質
的

問
題
は
変
わ
ら
ず
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
と
市
民
と
の
矛
盾
は
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
も
う
少

し
、
く
わ
し
く
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
私
は
、
３
月
議
会
の
代
表
質

問
で
、
本
市
の
日
本
初
の
全
線

新
設
軌
道
に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設

は
、
大
企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
・
デ

ペ
ロ
ッ
パ
ー
奉
仕
の
新
た
な
仕

事
興
し
の
試
金
石
・
突
破
口
と

し
て
、
国
交
省
と
宇
都
宮
市
の

合
作
に
よ
り
す
さ
ま
じ
い
執
念

で
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ

の
計
画
と
進
め
方
に
は
、
余
り

に
も
無
理
筋
が
多
す
ぎ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
…

第
１
点
・
市
自
治
基
本
条
例
に

背
を
向
け
、
事
業
の
前
提
に
市

民
合
意
が
存
在
し
な
い
。

第
２
点
・
平
石
中
央
小
問
題
の

原
因
は
、
こ
の
地
域
の
軌
道
は

ま
ぎ
れ
も
な
い
新
設
専
用
軌
道

な
の
に
、
併
用
軌
道
と
言
い
張

る
脱
法
的
手
法
。

第
３
点
・
東
西
一
体
で
１
０
０

０
億
円
を
こ
え
る
軌
道
事
業
な

の
に
、
減
価
償
却
費
を
計
上
し

な
い
赤
字
隠
し
。

第
４
点
・
市
民
の
生
活
の
中
を

走
る
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
５
０

０
億
円
も
か
け
て
、
利
用
す
る

市
民
は
一
日
わ
ず
か
６
４
０
０

人
の
需
要
予
測
に
見
ら
れ
る
費

用
対
効
果
の
破
綻
を
指
摘
。
こ

れ
で
は
、
工
事
着
工
の
中
で
市

民
と
の
矛
盾
は
ま
す
ま
す
拡
大

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

市
民
と
の
矛
盾
が
最
も
先
鋭

化
す
る
の
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
で
あ
る
住
民
福
祉
の
向
上
の

問
題
で
す
。
党
市
議
員
団
は

「
そ
こ
の
け
・
そ
こ
の
け
Ｌ
Ｒ

Ｔ
が
通
る
」
税
金
の
使
い
方
を

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の

暮
ら
し
・
福
祉
を
守
り
抜
く
決

意
で
す
。

Ｑ
工
事
着
工
の
中
で
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
か
？

Ａ
現
計
画
は
市
民
全
体
の
利
益

に
反
し
て
お
り
、
駅
西
側
計
画

を
に
ら
み
反
対
を
貫
き
ま
す
。

強
引
な
路
線
上
の
土
地
取
り
上

げ
を
監
視
す
る
た
め
、
党
市
議

員
団
と
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
一

一
〇
番
を
開
設
し
ま
す
。
市
民

全
体
と
も
連
携
し
た
運
動
を
強

め
ま
す
。
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午後２～４時

何ら本質問題変わらず 市民との矛盾ますます拡大

不
屈
の
闘
い
に
感
動
！

Ｌ
Ｒ
Ｔ
強
行

無
理
筋
多
す
ぎ
る

絶
対
に
許
せ
な
い
！

福
祉
の
向
上

後
回
し

地
権
者
と

沿
線
住
民
の
た
め
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
一
一
〇
番
開
設

ー荒川つねお議員に聞くー


